
 
 
 
 

 

 

もし、夜間や休日に 

具合が悪くなってしまったら… 

 

 

 

 

□ 定時薬を決められたとおり服用しましょ

う。 

服用後、1～2 時間は様子を見ましょう。 
 

□ 頓服
とんぷく

薬
やく

（※）を決められたとおり服薬しま

しょう。ただし決められた量以上に服薬

しないこと！ 

 

□ 自分に適した対処法を試しましょう。 

 

□ 通院先に対応方法を相談しましょう。 

 

通 院 先【            】 

 

電話番号【   －   －    】 

 

□ ご家族や周囲の人に、今の状態を伝え 

ましょう。 

 

 

 

 

   待てるのであれば、平日の日中に 

通院先に相談しましょう。 

  あなたの病状や経過を一番よく知って 

いるのは、主治医です。 
   

 

 

 
 

 
 
 

夜間・休日に具合が 

 悪くなった時のために 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 彩の国 
埼玉県         

 

 

夜間・休日の緊急的な精神医療相談を以下の

窓口でも受け付けています。 

相談内容に応じて、助言や医療機関の調整を 

行います（埼玉県在住の方が対象です）。 

 

 

埼玉県精神科救急情報センター 

０４８－７２３－８６９９ 

受付時間 

平日（月～金）  17:00～翌 8:30 

休日及び年末年始   8:30～翌 8:30 

 

監修 埼玉県精神科救急医療システム運営会議 

協力 社団法人 埼玉県精神保健福祉協会 

埼玉県のマスコット コバトン 



□自分の病気の症状・特徴を記入してみて下さい。 

・ 

・ 

・ 

 

□自分の「不調のサイン」を記入してみて下さい。 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

□処方されている薬の名前や量、効果を確認してみ

て下さい。 

通院先又は薬局から、処方されている薬の名前 

や量、効果等が書かれた説明書をもらっていま 

せんか？ 

このリーフレットと一緒に保管しておくと、 

夜間・休日に具合が悪くなり相談することが 

必要となった場合に役に立ちます。 

 

□自分に適した対処法を記入してみましょう。 

（例） 

・眠れない → 温かい飲み物を飲み横になる。 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

※決められた量以上に服薬しないこと！ 
 

□自分の病気について知る。        

 →自分の病気の症状・特徴を知ることは、今後の

治療のためにも、病気と上手に付き合っていく

ためにも大変重要なことです。 

 

□自分の「不調のサイン」を知る。     

 →「イライラしやすくなる」「眠れなくなる」等自

身の病状悪化のサインを見つけておきましょ

う。そのサインに気づいたら、できるだけ早く

主治医に相談しましょう。 

 

□自分の処方薬を知る。 

 →精神疾患には、薬物療法が効果的です。 

「どの薬」が「どのような症状」を改善するた

め処方されているのか、主治医や薬剤師に聞い

ておきましょう。薬の効果を正しく理解して服

用することが大切です。また薬に対する不安や

疑問も、あなたが伝えないと主治医もわかりま

せん。主治医にきちんと伝えて解決しましょう。 

 

□自分に適した対処法を見つける。 

 →静かな音楽を聴く、温かい飲み物を飲む、頓服
とんぷく

薬
やく

(※)を服用する等、自分に適した対処法を持って

いると心強いものです。主治医と相談の上、自

分に適した対処法を見つけましょう。 

※頓
とん

服
ぷく

薬
やく

とは：食後など決まった時間ではなく，発作時や症

状のひどい時などに必要に応じて服用する薬のことです。 

☆上手な受診の仕方             ☆ 

「相談したいこと」「報告したいこと」等をあらかじ

めメモをしておけば、主治医に上手に伝えられます。 

☆                     ☆ 

            
 

    

 

 

 

 

 

このリーフレットには、 

精神
せ い し ん

疾患
し っ か ん

からの回復や 

危機を乗り越えるための 

ヒントが書かれています。 

 

 

 

 

主治医やご家族とも、 

日頃からご自身の病気や症状への 

対処法などについて 

よく話し合っておきましょう。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 


